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会期　３月９日～14日

令和
４年

第１回 定 例 会

　

令
和
４
年
第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
３
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
15
日
ま
で
の
７

日
間
と
決
め
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
、
村
長
か
ら
の
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
以
降
の
行
政
報
告
、

教
育
長
か
ら
の
教
育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
承
認
１
件
の
承
認
、
人
事
案
件
１
件
の
同
意
、
議
案
２
件
を
審
議
採
決
、
そ
の
他
の
議

案
14
件
と
令
和
４
年
度
新
年
度
予
算
６
件
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
全
員
構
成
に
よ
る
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
内
容
審
査
を
付
託
後
、
延
会
と
し
ま
し
た
。

　

10
日
は
、
議
案
等
調
査
の
た
め
休
会
と
し
、
11
日
に
再
開
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
、

新
年
度
予
算
を
除
く
議
案
14
件
を
審
議
採
決
し
ま
し
た
。

　

14
日
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
新
年
度
予
算
６
件
に
つ
い
て

慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
「
可
決
」
す
る
も
の
と
決
定
し
、
予
算
特
別
委
員
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
終
了
後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
内
容
に
つ
い
て
委

員
長
報
告
の
後
、
新
年
度
予
算
６
件
、
議
員
提
出
の
決
議
案
「
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
厳
し
く
非
難
し
、
平
和
的
解
決
を
強
く
求
め
る
決
議
」
を
原
案
ど
お
り
に
可
決
し
、
会
期
を
１

日
残
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

令和４年度 各会計予算を議決

 ６会計の予算総額 57億5,390万9千円

令和４年度　各会計予算額

会 計 名 予 算 額
前年度
対　比

一 般 会 計 48億00，000千円 3.3％減

国民健康保険
特 別 会 計

　　37，900千円  9.8％減

簡易水道事業
特 別 会 計

4億11，226千円 36.5％減

集落排水事業
特 別 会 計

1億21，434千円 80.6％増

公共下水道事業
特 別 会 計

3億49，978千円 3.3％減

後期高齢者医療
特 別 会 計

33，371千円 7.7％減

合　　計 57億53，909千円 6.0％減
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次
接
種
券
等
を
送
付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
消
費
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

（
冬
季
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
）

　

冬
季
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
発
行
支
援
事
業
を
活
用

し
、
村
内
分
５
５
０
０
セ
ッ
ト
、
村
外
分

２
０
０
セ
ッ
ト
の
計
５
７
０
０
セ
ッ
ト
を

10
月
24
日
か
ら
販
売
を
開
始
し
、
完
売
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

１
月
31
日
ま
で
の
使
用
期
限
で
あ
り
ま

し
て
、
換
金
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村

内
分
が
販
売
額
７
１
，
３
２
９
千
円
で
換

金
率
99
．
76
％
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

村
外
分
は
、
販
売
額
２
，
６
０
０
千
円
に

対
し
ま
し
て
全
額
換
金
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、

村
内
商
店
に
お
い
て
も
経
営
が
厳
し
い
１

年
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
消
費
活
性

化
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
の
補
助
事
業
も

活
用
し
た
こ
と
も
あ
り
、
夏
季
・
冬
季
を

併
せ
て
約
１
億
３
千
万
円
が
村
内
で
消
費

さ
れ
、
う
ち
４
０
０
万
円
は
村
外
か
ら
の

消
費
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

事
業
と
し
て
は
、大
き
な
成
果
が
あ
り
、

少
な
か
ら
ず
村
内
に
お
け
る
経
済
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
今
回
の
販
売
状
況
を
見
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
泊
村
商
工
会
と
検
証
・

協
議
を
し
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
の
販
売

に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

学
校
教
育
関
係

　

卒
業
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
15
日

に
中
学
校
、
18
日
に
小
学
校
で
実
施
し
ま

す
が
、
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
、
卒
業

生
と
そ
の
保
護
者
、
在
校
生
の
み
の
参
加

と
し
、
来
賓
に
つ
い
て
は
案
内
せ
ず
に
実

施
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
渡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
す
。

泊
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
12
名
の
進
路
状

況
に
つ
い
て

　

既
に
合
格
さ
れ
た
生
徒
で
す
が
、
苫
小

牧
工
業
高
等
専
門
学
校
に
１
名
、
札
幌
龍

谷
学
園
高
校
に
１
名
、
札
幌
北
斗
高
校
に

１
名
、
札
幌
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
に

１
名
、
飛
鳥
未
来
高
校
に
２
名
、
札
幌
高

等
養
護
学
校
に
１
名
で
あ
り
ま
す
。

　

公
立
高
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岩
内
高

校
に
２
名
、
倶
知
安
高
校
に
２
名
、
真
狩

高
校
に
１
名
受
験
し
て
お
り
、
16
日
に
合

格
発
表
と
な
り
ま
す
。

　

全
員
合
格
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

社
会
教
育
関
係

　

12
月
27
日
に
来
村
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

愛
媛
県
伊
方
町
の
子
供
親
善
大
使
は
、
発

達
し
た
低
気
圧
に
よ
る
悪
天
候
と
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
急
拡
大
し
、
子
供
た

ち
の
安
全
を
考
慮
し
て
３
日
前
に
急
き
ょ

中
止
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
小
学
生
の

心
中
を
考
え
る
と
大
変
残
念
な
思
い
で
あ

り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
お
互
い
に
訪
問
で

き
て
、
十
分
な
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

１
月
９
日
、
新
成
人
11
名
の
参
加
の
も

と
、
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
を
踏
ま
え
、
参
加
者
は
全
員
マ
ス

ク
着
用
、
手
指
消
毒
、
距
離
を
開
け
て
座

る
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
活
躍

さ
れ
た
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
22

日
に
表
彰
審
議
会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
個
人
５
名
と
３
団
体
、
文
化
活
動

面
で
10
名
と
１
団
体
の
皆
さ
ん
の
受
賞
が

決
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
表
彰
式
は
、

北
海
道
の
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

３
回
目
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
１
回
目
と
２
回
目
を
接
種
さ
れ
た

方
々
が
対
象
で
あ
り
、
65
歳
以
上
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
は
２
月
２
日

よ
り
順
次
接
種
を
開
始
し
、
２
月
末
で
希

望
者
全
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了
致
し

ま
し
た
。

　

接
種
対
象
者
は
、
５
７
１
名
で
そ
の
う

ち
５
２
１
名
が
接
種
を
完
了
し
、
接
種
率

は
91
．
２
％
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
か
ら
64
歳
の
方
々
の
接
種

は
２
月
28
日
か
ら
開
始
し
ま
し
て
、
対
象

者
６
６
０
名
の
う
ち
、
３
月
３
日
現
在
で

１
５
１
名
の
方
が
接
種
を
受
け
ら
れ
、
茅

沼
診
療
所
で
の
接
種
対
象
者
全
員
が
接
種

を
完
了
す
る
の
は
３
月
28
日
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
お
子
さ
ん
の

接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
で
は
小
児

科
医
が
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
岩
内
町
で
の

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
岩
内
協
会
病
院
で
の
接
種
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

接
種
の
開
始
は
、
明
日
３
月
10
日
か
ら

で
あ
り
、
４
月
と
５
月
に
集
団
接
種
も
予

定
し
て
お
り
、
対
象
と
な
る
方
に
は
、
順

行

政

報

告

髙

橋

村

長

教
育
行
政
報
告

髙
山
教
育
長
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の
期
限
が
延
長
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各

学
校
で
伝
達
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

管
理
す
る
施
設
の
利
用
状
況

『
と
ま
り
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
』

　

２
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
、
１
０
，

３
１
８
名
で
、
前
年
対
比
１
，
０
６
１
名

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

泊
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
付
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

泊
村
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
、
髙

山　

誠
氏
が
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

村
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

村
道
路
線
の
適
切
な
管
理
を
行
う
た

め
、
供
用
さ
れ
て
い
な
い
区
間
や
通
行
需

要
が
極
端
に
少
な
い
区
間
で
、
今
後
道
路

整
備
を
行
う
予
定
が
な
い
村
道
に
つ
い

て
、
20
路
線
の
変
更
と
８
路
線
の
廃
止
を

す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
）
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
承
認

　

歳
出
の
み
の
補
正
で
、
灯
油
の
高
騰
が

続
き
、厳
し
い
寒
さ
も
続
い
た
こ
と
か
ら
、

本
年
度
２
回
目
の
灯
油
等
購
入
助
成
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
及
び
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
の
機
器
の
購
入
等
、
特
に

緊
急
を
要
し
た
た
め
、
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
補

正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
泊
村
灯
油
等
購
入
助
成
金

　
　
　
　
　
　

  

１
５
，
６
２
０
千
円
増

泊
村
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

本
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
応
援
団
を
増
や

す
と
と
も
に
地
方
創
生
に
向
け
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

取
り
組
み
に
対
す
る
民
間
資
金
の
活
用
を

図
る
た
め
、
制
度
導
入
を
行
お
う
と
令
和

３
年
９
月
７
日
に
国
に
申
請
を
行
い
、
11

月
26
日
に
認
定
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

第
１
弾
と
し
て
、
一
社
よ
り
寄
付
活
用
事

業
の
「
水
産
業
を
活
か
し
、
安
心
し
て
働

け
る
場
を
つ
く
る
事
業
」
に
対
し
て
本
年

度
中
に
寄
付
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付

金
に
つ
い
て
は
、
①
に
基
金
を
設
置
し
て

積
み
立
て
る
場
合
を
除
き
、
寄
付
が
あ
っ

た
当
該
年
度
内
に
寄
付
金
全
額
を
事
業
費

に
充
て
る
こ
と
、
②
と
し
て
寄
付
金
が
総

事
業
費
を
超
え
な
い
こ
と
等
の
要
件
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
受
け
皿
と
し
て
、
新
た
に
基
金
を
創

設
し
、
こ
の
た
び
の
寄
付
金
の
取
り
扱
い

を
含
め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効

活
用
と
円
滑
な
制
度
運
営
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
の
条
例
の
制
定
で
す
。

泊
村
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

人
事
院
規
則
の
改
正
に
よ
り
地
方
公
共

団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
１
週

間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
上
限
時
間
を
定

め
る
た
め
の
所
要
の
改
正
を
す
る
一
部
改

正
で
す
。

泊
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�
�
�
原
案
可
決

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
及
び
昨
年
８
月
10
日
の

人
事
院
勧
告
に
お
い
て
「
公
務
員
人
事
管

理
に
関
す
る
報
告
」
及
び
「
国
家
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

つ
い
て
の
意
見
の
申
出
」
の
中
で
、
国
家

公
務
員
に
係
る
「
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等

と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
ず
る
措

置
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
非
常
勤
職
員
の

審

議

し

た

議

案

報　
　

告

専

決

処

分

条

例

制

定

条

例

改

正
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育
児
休
業
・
介
護
休
暇
等
の
取
得
要
件
の

緩
和
と
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務

環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
等
が
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
に
準
じ
て
所
要
の
改
正
を
す
る

一
部
改
正
で
す
。

泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
、
泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
に
条
例
を
定
め

る
旨
等
の
条
文
を
追
加
す
る
た
め
の
一
部

改
正
で
す
。

泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

泊
村
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
�
�
�
�
原
案
可
決

泊
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

泊
村
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

泊
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

以
上
５
件
は
、
人
事
院
の
国
会
及
び
内

閣
に
対
す
る
令
和
３
年
８
月
１
日
付
け
の

職
員
の
給
与
の
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑

み
、
国
に
お
い
て
、
こ
の
度
、
一
般
職
の

国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
の
額
の
改
定

（
支
給
月
数
０
．
15
引
下
げ
）
に
係
る
法

律
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
村
に
お
い
て
も
、
こ

れ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
職
員
、
特
別
職

員
及
び
議
会
議
員
並
び
に
フ
ル
タ
イ
ム
及

び
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
の
額
等
の
改
定
を
行
う
一
部
改

正
で
す
。

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）
��
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
０
，
６
４
６
千

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
５
，
２
１
０
，

０
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
特
別
地
方
交
付
税

　
　
　
　
　
　

  

４
５
，
０
０
０
千
円
増

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金　

                

８
，
８
９
１
千
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
神
恵
内
線
乗
合
バ
ス
運
行
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　

    

１
２
，
４
２
６
千
円
増

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

  　

６
７
，
９
６
２
千
円
増

・
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

負
担
金
（
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
改
修
分
）

　
　
　
　
　

    

　

２
，
７
２
８
千
円
増

※
事
業
確
定
に
伴
う
不
用
額
の
減
額

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
０
千
円
を
増

額
補
正
し
、
総
額
４
２
，
１
９
０
千
円
と

し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
過
年
度
広
域
連
合
支
出
金

                

４
，
０
９
２
千
円
増

・
国
民
健
康
保
険
基
金
繰
入
金　
　

　
　
　
　

     

　

 

４
，
２
２
２
千
円
減

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
後
志
広
域
連
合
分
賦
金
（
医
療
給
付
費

分
）             

１
，
９
１
４
千
円
減

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
44
千
円
を
減
額
補

正
し
、
総
額
６
３
６
，
８
２
９
千
円
と
し

ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金

             

　

３
，
２
３
９
千
円
減

・
簡
易
水
道
施
設
維
持
管
理
基
金
繰
入
金

　
             

３
，
１
９
５
千
円
増

※
歳
出
は
、
事
業
確
定
に
よ
る
減
額
。

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，
１
４
２
千
円

を
減
額
補
正
し
、
総
額
６
１
，
４
２
３

千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金　

  
   

     
   

   

２
，
１
４
２
千
円
減

※
歳
出
は
、
事
業
確
定
に
伴
う
減
額
。

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
，
０
７
０
千

円
を
減
額
補
正
し
、
総
額
４
０
２
，

９
９
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金　

  
   

     
   

   

５
，
０
７
０
千
円
減

※
歳
出
は
、
事
業
確
定
に
伴
う
減
額
。

◎
繰
越
明
許
費
の
設
定

事
業
名　

下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
通  

信
設
備
更
新
事
業

　
　
　

  

金　

額　

４
０
，
０
３
０
千
円

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
後
期
高
齢
者
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
，
５
５
５
千
円

を
減
額
補
正
し
、
総
額
３
０
，
６
１
１

千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
現
年
度
保
険
料（
特
別
徴
収
・
普
通
徴
収
）              

　
　
　
　
　
　
　
　

４
，
１
５
３
千
円
減

※
歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
納
付
金
確
定
に
伴
う
保
険
料
等
負
担
金

の
確
定
に
よ
る
減
額
。

補

正

予

算
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令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
予
算

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

         

４
，
８
０
０
，
０
０
０
千
円

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

               

３
７
，
９
０
０
千
円

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

             

４
１
１
，
２
２
６
千
円

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

             

１
２
１
，
４
３
４
千
円

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
�
�
�
�
�
原
案
可
決

             

３
４
９
，
９
７
８
千
円

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
�
�
�
�
�
原
案
可
決

               

３
３
，
３
７
１
千
円

　

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
誘
導
員
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
誘
導
員
は

必
要
が
な
い
と
議
会
議
員
に
な
る
前
か

ら
議
員
に
な
っ
て
か
ら
も
話
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

島
牧
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
こ
と
が
道

新
に
の
っ
て
い
た
と
き
道
新
を
見
て
島

牧
教
育
委
員
会
を
訪
ね
新
し
い
１
年
生

が
入
っ
た
と
き
担
任
の
先
生
が
１
週
間

つ
い
て
指
導
し
て
あ
と
は
生
徒
に
任
せ

て
い
る
と
。 一 

般 

質 

問

 

滝
本　

一
訓 

議
員

　
□
ス
ク
ー
ル
バ
ス
誘
導
員
に
つ
い
て

　

滝
本
　
一
訓 

議
員

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
  　

　

誘
導
員
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

　

私
は
、
共
和
町
の
教
育
委
員
会
も
訪

ね
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
誘
導
員
を
つ
け
な

く
て
も
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

私
は
前
教
育
長
・
前
教
育
委
員
会
次

長
・
今
の
教
育
長
・
次
長
に
も
ス
ク
ー

ル
バ
ス
誘
導
員
は
い
ら
な
い
と
私
は
話

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
に
教
育
委
員
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
誘
導
員
の
こ
と
で
話
を
し
た
い

と
お
願
い
し
た
が
聞
い
て
も
ら
え
な

か
っ
た
が
教
育
委
員
会
の
会
議
で
誘
導

員
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
教

育
委
員
会
か
ら
聞
い
て
く
れ
と
の
話
だ

が
教
育
長
ど
の
よ
う
な
話
が
さ
れ
た
の

か
教
え
て
ほ
し
い
。

　

そ
れ
で
は
、
滝
本
議
員
の
質
問
に
お

答
え
致
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
誘
導
員

に
つ
い
て
、
る
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
滝
本
議
員
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
村
政
懇
談
会
や
委
員
会
等
で
同
様

の
質
問
・
意
見
を
受
け
て
お
り
、
そ
の

都
度
、
村
の
考
え
も
お
答
え
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

他
町
村
は
ど
う
で
あ
れ
、
泊
村
と
し

て
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
よ
り
守
る

た
め
、
誘
導
員
を
添
乗
さ
せ
る
考
え
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
件
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

よ
り
、
「
教
育
委
員
の
会
議
で
議
論
さ

れ
た
記
録
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
教
育

委
員
会
に
聞
い
て
く
れ
。」
と
言
わ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
、

滝
本
議
員
が
、
教
育
委
員
の
自
宅
や
勤

務
先
に
電
話
で
、
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

誘
導
員
に
つ
い
て
教
育
委
員
と
し
て
の

意
見
を
聞
き
た
い
。」
と
言
わ
れ
た
た

め
、
あ
ま
り
に
突
然
の
こ
と
で
、
教
育

委
員
も
困
惑
し
た
様
子
で
私
の
と
こ
ろ

へ
連
絡
が
来
ま
し
た
の
で
、
教
育
委
員

髙
山
教
育
長

新
年
度
予
算
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の
方
々
に
は
、
「
全
て
教
育
委
員
会
で

対
応
致
し
ま
す
。
」
と
伝
え
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
教
育
委
員
会
会
議
議
事
録
を

調
べ
ま
し
た
が
、
本
件
が
議
題
と
し
て

議
論
さ
れ
た
記
録
は
な
く
、
教
育
委
員

と
事
務
方
の
記
憶
の
中
で
、
「
滝
本
議

員
か
ら
こ
の
よ
う
な
お
話
が
来
て
い

る
。
」
と
報
告
し
、
教
育
委
員
か
ら
は
、

「
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
に
な
る
の

で
、
誘
導
員
の
添
乗
に
は
賛
成
で
す
。
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
と
い
う
報
告

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
記
録
は

残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
誘
導
員
の
こ

と
で
、
泊
小
学
校
の
校
長
・
教
頭
・
泊

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
教
育
委
員
の

教
育
代
理
者
に
も
こ
の
話
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

前
教
育
委
員
会
次
長
に
、
誘
導
員
を

乗
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

の
か
調
べ
て
も
ら
っ
た
が
、
ど
こ
も
な

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
と
。

　

教
育
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

　

私
は
、
よ
そ
の
学
校
で
は
、
誘
導
員

を
乗
せ
な
く
て
も
や
っ
て
い
る
の
に
、

泊
は
な
ぜ
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
点
目
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
誘
導
員
は
、

な
ぜ
朝
は
乗
務
な
し
で
、
帰
り
は
乗
務

し
て
い
る
の
で
す
か
、お
伺
い
し
ま
す
。

　

お
答
え
致
し
ま
す
。

　

他
の
町
村
で
や
っ
て
い
な
い
の
に
、

な
ぜ
う
ち
の
町
村
で
は
で
き
な
い
ん
だ

と
。

　

子
供
た
ち
だ
け
で
き
な
い
ん
だ
と
い

う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
安
全
教

育
に
つ
い
て
は
、当
然
、学
校
で
も
や
っ

て
お
り
ま
す
。

　

１
日
入
学
の
際
か
ら
始
ま
り
ま
し

て
、各
学
期
ご
と
１
学
期
に
は
３
日
間
、

２
学
期
・
３
学
期
に
は
そ
れ
ぞ
れ
２
日

間
ず
つ
教
員
が
バ
ス
に
添
乗
し
て
安
全

指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
こ
と
で
、
必
ず
安
全
に

登
下
校
で
き
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
低

学
年
に
お
い
て
は
、
当
然
、
多
動
性
の

あ
る
児
童
も
お
り
ま
す
し
、
先
生
や
保

護
者
の
言
い
付
け
を
一
瞬
た
り
と
も
忘

れ
る
こ
と
が
な
く
行
動
で
き
る
か
と
い

う
と
、
小
学
生
に
お
い
て
は
、
必
ず
し

も
そ
う
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
。

　

や
は
り
、
見
守
る
目
と
い
う
も
の
が

必
要
で
は
な
い
か
と
。

　

よ
り
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
対
策

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
登
校
時
と
下
校
時
の
違
い
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、下
校
時
に
は
、

ど
う
し
て
も
バ
ス
を
降
り
た
後
に
で
す

ね
、
す
ぐ
そ
の
バ
ス
の
前
や
後
ろ
を
横

切
っ
た
り
し
て
で
す
ね
、
飛
び
出
す
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

声
掛
け
を
含
め
て
、
危
険
度
を
判
断
し

た
上
で
下
校
時
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

話
の
中
で
は
、
誘
導
員
は
子
供
の
安

全
の
た
め
だ
と
言
う
が
、
本
当
に
子
供

の
た
め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

み
ん
な
や
っ
て
も
ら
う
と
子
供
の
自
主

性
が
な
く
な
る
と
。

　

私
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
誘
導
員
の

お
金
は
、
た
い
し
た
金
額
で
は
な
い
け

れ
ど
、
子
供
た
ち
お
金
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
く
べ
き
で
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
こ
と
を
早
く
か
ら
教
え
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

　

こ
う
い
う
中
で
、
子
供
た
ち
は
成
長

し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
長
い
か
が
で
す
か
。

　

教
育
長
に
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
け
ど

も
、
予
算
と
か
、
そ
う
い
う
部
分
に
係

わ
る
こ
と
な
ん
で
、
私
の
方
で
お
答
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
滝
本
議
員
、
そ
の
添
乗
員
の

分
、
お
金
の
大
切
さ
を
子
供
に
知
っ
て

欲
し
い
と
、
そ
う
い
う
お
考
え
の
よ
う

で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
そ
の
お
金
で

子
供
の
安
全
を
守
れ
る
ん
で
あ
れ
ば
、

村
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
と
、
こ

の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
で
す
ね
、
バ
ス
に
つ
い
て
は

で
す
ね
、
上
級
生
が
ね
、
乗
っ
て
い
な

い
低
学
年
の
バ
ス
、
１
年
生
か
ら
３
年

生
で
す
ね
、
授
業
時
間
の
時
間
も
違
い

ま
す
ん
で
ね
。

　

そ
こ
に
添
乗
員
を
乗
せ
て
る
と
。

　

や
は
り
、上
級
生
に
な
る
と
ね
、ち
ゃ

ん
と
バ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
か
、
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
て
で
す
ね
、
ち
ゃ
ん
と
安
全

教
育
も
さ
れ
て
、
要
は
、
そ
の
下
の
生

徒
を
ね
、
面
倒
見
る
よ
う
に
な
っ
て
る

髙

橋

村

長

滝
本
一
訓
議
員
（
再
質
問
）

髙
山
教
育
長

滝
本
一
訓
議
員
（
再
々
質
問
）
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ん
で
、
そ
こ
は
添
乗
員
つ
け
な
い
で
、

低
学
年
の
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
に

つ
け
て
で
す
ね
、
子
供
の
安
全
を
守
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

滝
本
議
員
の
主
張
は
兼
ね
て
か
ら
お

聞
き
し
し
て
お
り
ま
す
ん
で
ね
、
理
解

は
し
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
村
と
し
て

は
再
三
申
し
上
げ
て
い
る
と
お
り
ね
、

児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

ね
、
添
乗
員
を
乗
車
さ
せ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
村
と
し
て
方
針
は
変
わ
り

ま
せ
ん
し
、
令
和
４
年
度
の
予
算
案
に

も
添
乗
員
含
め
て
計
上
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
、
14
日
に

は
、
予
算
特
別
委
員
会
や
15
日
は
、
本

会
議
で
予
算
案
の
審
議
採
決
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
で
、
滝
本

議
員
も
、
議
会
議
員
と
し
て
権
利
を
行

使
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
こ
の
よ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
長
、
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

滝
本
一
訓
議
員

寄付行為の禁止
　議員は、選挙区内の方

にお金や物を贈ることは、

公職選挙法で禁止されて

おり、有権者が求めても

いけません。

　ご理解をお願いします。

お 願 いお 願 い
行事案内など、議長宛の文書は行事案内など、議長宛の文書は

議会事務局へお届け願います。議会事務局へお届け願います。

議会の用語豆知識

◎開　会
　議会が法的に活動できる状態にすることで、村長が招集した日に、議長を含む議員定数（泊村は８名）

の半数以上（泊村は４名以上）が出席して本会議を開くことです。

◎会　期
　議会は、原則として定例会や臨時会の会期中に限り活動できることになっています。この活動期間

のことを「会期」といいます。

　会期は、招集された当日（定例会・臨時会の初日）に決定しなかった場合、２日目以降は会議を開

くことができないため、招集された当日（定例会・臨時会の初日）の本会議の冒頭で議会の議決によ

り決定しています。

◎議　決
　議会の最も基本的・中心的な権限で、個々の議員の議案に対する賛成か反対の意思表明による議会

の意思決定を議決といいます。

　可決するには、出席議員の過半数が原則となります。

　議案の内容により可決・否決・承認・認定・同意・採択・不採択などの呼び名があります。

　なお、議会が議決をしなければならない事項（条例の制定・廃止や予算を定めることなど）を議決

事件といいます。



99

と　ま　り　議　会　だ　よ　り

　
ロシア連邦によるウクライナ侵攻を厳しく非難し、平和的解決を強く求める決議

　本年２月２４日、ロシア連邦はウクライナへ軍事進攻を行い、さらに核兵器使用について言及し、国

際社会を挑発している。

　このことは、国際社会ひいては我が国の平和と秩序、安全を脅かし、明らかに国連憲章に違反する行

為であり、被爆国である日本国民として、また、ロシア連邦と国境を接する北海道民として、原子力発

電施設を有する泊村としても断じて容認できない。

　よって、我々泊村議会は、ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に抗議するとともに、世界の

恒久平和の実現に向け、ロシア軍を即時に完全かつ無条件で撤退させるよう、国際法に基づく誠意を持っ

た対応を強く求める。

　また、政府においては、ウクライナに在住する邦人の確実な安全確保及び軍の即時撤退と平和的解決

を行うよう強く求める。

　以上、決議する。

　令和４年３月１４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道古宇郡泊村議会　

決　議　書 ３月定例会で次の決議を採択しました。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付簿に記入するだけの簡単な手続きです

お気軽にどうぞ…
定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です。臨時会は、必要に応じて随時開きます。

◎ 新型コロナウイルス感染防止のため傍聴される場合は、次のことにご協力を
お願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○議場への入場時に出入り口に設置しております消毒液を活用し、手指の消毒をお願いします。

       ○議場では、マスクの着用をお願いします。　　

令
和
３
年
度
泊
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
，
２
８
４
千

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
５
，
１
６
９
，

３
５
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

・
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別

給
付
金
）
費
補
助
金

　
　
　
　

３
３
，
６
０
０
，
０
０
０
円
増

・
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別

給
付
金
）
事
務
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

６
８
４
，
０
０
０
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

　

特
別
給
付
金

　
　
　
　

３
３
，
６
０
０
，
０
０
０
円
増

・
村
道
除
排
雪
委
託
料

　
　
　
　

８
０
，
０
０
０
，
０
０
０
円
増

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　

８
０
，
０
０
０
，
０
０
０
円
減

令和４年

第
一
回 

臨
時
会

会
期　

一
月
二
十
六
日

補

正

予

算
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２　

月

８
日　

例
月
出
納
検
査

 　
　
　

 

（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
出
席
）

16
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

  　
　

及
び
定
期
総
会

　
　

  

（
倶
知
安
町　

宇
留
間
議
長
出
席
）

25
日　

原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員

      

会            

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

総
務
社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　

            

（
全
委
員
出
席
）

28
日　

後
志
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員

　
　
　

会

　
　
　

令
和
４
年
第
１
回
後
志
広
域
連
合

　
　
　

議
会
定
例
会

 　
　

 

（
倶
知
安
町　

宇
留
間
議
長
出
席
）

３　

月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

                    

（
全
委
員
出
席
）

８
日　

例
月
出
納
検
査　

        

（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
出
席
） 

　

「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
８
４
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
４
年
１
月
の
第
１
回

臨
時
会
及
び
令
和
４
年
３
月
の
第
１
回

定
例
会
に
つ
い
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や

議
会
活
動
も
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

宇
留
間　

文　

宣

吉　

田　

茂　

樹

三　

浦　

弘　

文

長　

尾　
　
　

透

編
集
後
記

議

会

日

誌

令
和
４
年
２
月
１
日
～

令
和
４
年
４
月
30
日

９
日　

第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会
（
開
会
）

　
　
　
　
　

     

　

 

（
結
城
議
員
欠
席
）

11
日　

第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会
（
再
開
）

                  

（
結
城
議
員
欠
席
）

14
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会
（
再
開
・

      

閉
会
）         

（
全
議
員
出
席
）

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

                  

　

（
全
議
員
出
席
）

22
日　

令
和
４
年
第
１
回
岩
内
地
方
衛
生

　
　
　

組
合
議
会
定
例
会

    
（
岩
内
町　

飯
田
・
滝
本
議
員
出
席
）

　
　
　

令
和
４
年
第
１
回
岩
内
・
寿
都
地

　
　
　

方
消
防
組
合
議
会
定
例
会

          
（
岩
内
町　

三
浦
議
員
出
席
）

４　

月

８
日　

例
月
出
納
検
査　

        

（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
出
席
）

14
日　

北
海
道
横
断
自
動
車
道
「
黒
松
内

　
　
　

～
小
樽
間
」
全
線
開
通
に
向
け
た

　
　
　

勉
強
会

　
　
　

志
公
会
と
語
る
夕
べ

　
　
　
　

（
東
京
都　

宇
留
間
議
長
出
席
）


